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れました。
　当会は今年も皆さまの課題認識を
大切にし、共有させていただくこと
を運営の基本に据えて参ります。

　｢一般部会｣ における ｢講演会」
や ｢研修見学会｣ は、監査役等が幅
広く豊かな識見を得る絶好の機会で
ありますが、今後も創意工夫を凝ら
し、多彩な講師による講演や特徴あ
る企業等の見学を継続して、より一
層ご満足いただける企画を目指して
参ります。

　｢監査部会」は、実務に根差した
議論を中心に据え、ゼミナールのよ
うな自由闊達な議論を大切にしなが
ら、現職の皆さまの ｢身になる｣ 研
修・研鑽活動に注力して参ります。
　特に、新任の皆さまを主対象とす
る ｢監査基礎講座｣、｢会計基礎講座」
では、常に実務を意識した馴染みや
すい講座運営と、経験の浅い方々の
不安や悩みの解消に努力を重ねてい
きます。
　その一方で、監査役等が押さえて
おくべきトピックについては、充実
した学者・弁護士等を講師とする「監
査セミナー」で、実務上の重要課題
については ｢監査実務研究会｣ で、
自発的な学習成果の深掘りは ｢スタ
ディグループ分科会｣ で、各委員会
の活動成果の共有等は「独立委員会
セミナー」で、それぞれ活発にご議
論いただきます。
　加えて、｢取締役職務執行確認書」、
「監査役職務確認書｣、｢企業集団内
部統制に関する監査役職務確認書｣
の 3確認書及び ｢最新　監査役の実
務マニュアル｣ の見直し改訂にも、
順次着手しています。また、新たに
第四の確認書としての「監査等委員
（会）職務確認書」ついても、多数
の現職の方々にメンバーになってい
ただき、策定作業を進めています。
　「法令改正検討委員会」も、会社
法再改正に向けての動きを注視し
て、中間試案へのパブリックコメン
ト応募に向けて準備を重ねておりま
す。
　｢生涯学習部会｣ や「同好会」に

おいては、写真、絵画、男声合唱、
俳句、将棋、カラオケ、エッセイ、
ウォーキング、楽器演奏等の領域で
多彩な活動が展開されており、また
新たに「江戸文化研究会」が同好会
に加わって、活発な活動を行ってい
ます。

　当会の特長は、監査役等の経験豊
富かつ識見に優れた方々が多数会友
として所属し、現職会員と分け隔て
なく自発的に活動しておられるとこ
ろにあります。その中で、諸活動の
推進役の方々には、ボランティア・
ベースでありながら、当会活動への
強い思い入れを基本とし、温かい配
慮と気配りによって、痒いところに
手の届くサービスを提供願っていま
す。
　しかし、このユニークな研鑽・交
流の活動を一層充実させ、長期的に
発展させるためには、会員・会友に
とって一層魅力のある活動とする
日々の努力を継続し、次代を担う会
員・会友の新たな血を補充し続ける
ことが必須であり、会員・会友数の
維持・増加を図るには、従来以上に
積極的に当会の存在を世に知らしめ
る必要があると考えています。

　その様な観点から、多様な施策を
講じていただいている広報委員会の
活動に加えて、昨年 11 月にホーム
ページのリニューアルを実現しまし
た。従来よりも親しみ易く使い勝手
の良いものになったとの評価をいた
だいています。今後も豊富なコンテ
ンツ掲載に取組み、3確認書や実務
マニュアルの見直し改訂、「監査等
委員（会）職務確認書」の策定、パ
ブリックコメント応募と相俟って、
当会の存在を広くアピールして行き
たいと考えておりますので、会員・
会友の皆さまには当会未加入のお知
り合いに対する入会勧誘を始め、倍
旧のご支援・ご協力を賜りたく、宜
しくお願いいたします。

　末筆となりましたが、本年の皆さ
まのご多幸、ご健勝と益々のご発展
を祈念し、年頭のご挨拶と致します。

　皆さま、新年明けましておめでと
うございます。

　昨年は、北朝鮮情勢が緊迫の度を
加える中で実施された総選挙の結
果、安倍政権の基盤の安定が確保さ
れました。上場企業の業績も総じて
好調を保っており、増益基調にある
と言われています。その結果、欧米
諸国における景気拡大とも相俟っ
て、11 月には日経平均株価が一時 2
万 3千円台に回復を果たし、その後
も 2万 2 千円台を維持しています。
しかし、アベノミクスの第三の矢と
される「成長戦略」は道半ばとの評
価もあり、格差拡大等、負の側面を
指摘する声も小さくありません。

　監査役・取締役監査等委員・取締
役監査委員・監事（以下「監査役等」
と記します）の世界に目を転じれば、
2015 年の改正会社法施行とコーポ
レートガバナンス・コードの適用か
ら 2年余りが経過し、各社それぞれ
に新たな枠組みが定着して、安定し
た巡航速度での経営が展開されてい
る中、法務省法制審議会の「会社法
制（企業統治関係）部会」では「社
外取締役設置の義務化」を含めた会
社法再改正が議論されており、3月
には中間試案が発表される見込みで
す。
　また、ガバナンス関連に注目すれ
ば、会計不正だけでなく、特に労働
コンプライアンスや品質不祥事等が
連日新聞紙面を賑わせています。

　当会においても、これらのテーマ
が数多く取り上げられ、ガバナンス
のあり方や、監査役等が現場実態に
踏み込む方法論等が、盛んに議論さ

会長　　菅野　重雄
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１．米国におけるモニタリング・モデルの展開と課題

　1970 年代に始まった米国における取締役会のモニ
タリング・モデル導入は、1960 年代以前から無機能
化していた取締役会を、独立取締役を中心とする監督
機関に特化させ、経営者支配に対する牽制力の発揮を
期待したガバナンス改革の中核的な取組みであった。
もっとも、法規制上の取組みは、州会社法ではなく、
ニューヨーク証券取引所（NYSE）等の自主規制機関
規則に社外取締役を中心とする監査委員会の設置要求
から始まっている。これには、米国特有のガバナンス
規制を巡る管轄問題が色濃く反映している。米国企業
のガバナンス規制に対しては州会社法が専属管轄をも
つが、19 世紀後半から法人税収確保のため各州会社
法は規制緩和競争を繰り広げたため、経営者への監督
機能を強める規定を置くことは容易でなかった一方、
管轄権の抵触の懸念から連邦証券諸法にも規定できな
かったため、これを補完するため NYSE 等の上場規
則という投資家保護のための開示規制を利用して社外
取締役の導入を進めざるを得なかった。しかし、モニ
タリング・モデルの展開が証券市場規制の改革と連動
することには必然性がある。もともと大恐慌後に制定
された 1934 年連邦証券取引所法（34 年法）の規制理
念である「証券真実（truth in securities）」は、証券
業者の信用に依存した大恐慌以前の証券取引を、共通
の監査基準に基づく公認会計士の監査証明を制度的に
要請することで、取引客体である有価証券の真実価値
を明らかにさせ、その上で投資家の真摯な投資判断の
集積が公正な市場の価格形成機能を実現する。34 年
法に基づく公認会計士による財務諸表監査の強制は、
それ以前の上場契約に止まる証券取引所での監査人監
査とは異なり、財務諸表の比較可能性を確保する必須
条件であった。この公認会計士の独立性をガバナンス
改革によって確保することは、その監査証明の信頼性
を高めることに直結したが、無機能化していた取締役
会自体の監督機能の強化よりも、取締役会からモニタ
リング機能を抽出し CEO の影響を受けない社外取締
役からなる監査委員会に委譲し、監査委員会が財務コ
ントロールの一環として監査人の選任を行うアプロー
チをとる方が現実的であった。

　1970 年代に入るとペンセントラル社の破綻を契機
に、34 年法により創設された証券市場監督規制機関
である米国証券取引所委員会（SEC）は、1975 年に
自主規制機関の規則改正に関する承認権限を獲得し、
自らの政策を上場規制に反映させる主導権を握り、連
邦証券規制違反の企業に対して違法行為の差止を求め
るインジャンクション（差止令）に付随して社外取締

第302回監査セミナー 平成29年11月10日

講　師：明治大学法学部教授　柿﨑　環氏
演　題：米国企業統治におけるモニタリング・モデルの展開と日本法への示唆
　　　　～資本市場法的視点から～

　他方で、70 年代の企業不祥事により企業の社会的
責任論や連邦会社法制定の機運が高まり、ガバナンス
改革を求める声は、取締役会自体の監督機能の強化
に向けられ、これが 1980 年代の米国法律協会（ALI）
のガバナンス・プロジェクトによって、取締役会のモ
ニタリング・モデルの採用として正面から取り上げら
れた。もっとも、80 年代は M ＆ A の隆盛期でもあ
り、企業は会社訴訟において、敵対的企業買収を巡る
対抗措置の正当性や代表訴訟における訴訟委員会の判
断の合理性を証明する要素として、独立取締役の数を
増加させ、取締役会自体の独立性を高めていった点も
見逃してはならない。しかし、経営者が広範な裁量を
求める声は ALI のガバナンス改革にも影響を及ぼし、
1994 年の ALI プロジェクト最終版では、当初、会社
訴訟の裁判規範の策定を企図したリステートメント化
の計画は頓挫し、モニタリング・モデルに関しても、
第一試案で提唱された監査委員会の全員を強行法規的
に社外取締役かつ過半数を独立取締役とする勧告を除
けば、当時のデラウエア州判例を追従する形に終わっ
た。もっとも 90 年代に連邦規制レベルでモニタリン
グ・モデルの実質化に向けた取組みが着実に進み、と
くに 1991 年の連邦量刑ガイドライン改正が、組織犯
罪企業に対して、コンプライアンス・プログラムの導
入を量刑減軽事由としたことは、司法省や SEC の法

役の採用を要求する法執行を行った。もっとも、監査
委員会の実効性の確保には、社外取締役を採用するだ
けでなく、客観的な情報を社外取締役に提供する情報
システムの構築が鍵となっていた。そのため 1977 年
連邦海外腐敗行為防止法（FCPA）制定による内部統
制規定の連邦証券規制への導入を契機として、SEC
は積極的に内部統制規定に依拠して、社外取締役の採
用を増加させ、情報伝達システムを企業に整備させる
法執行を行ったが、これが取締役会のモニタリング機
能の実質化を図る上での伏線となっている。
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執行において、企業に有効な内部統制システムを構築
させる重要な手段となった。さらに 1992 年に COSO
が公表した「内部統制の統合的枠組み」は、従来、企
業関係者間で未統一であった内部統制概念の要素を共
通化し、法規範として機能させるための明確化に貢献
し、2002 年 SOX 法によるモニタリング・モデルの実
質化に繋がる重要な足固めとなった。

　SOX 法制定は、連邦証券規制による上場企業に対
するガバナンスの関与を正面から認めた点で、米国の
企業統治の歴史上、エポック・メーキングな出来事で
あった。SOX 法では監査委員会の全構成員を独立取
締役とすることが義務付けられたが、これはモニタリ
ング・モデルの提唱者のアイゼンバーグが当初、掲げ
た条件でもあった。SOX 法はさらに 1977 年に導入さ
れた内部統制構築義務に、経営者による内部統制の有
効性評価と外部監査人による内部統制監査を加え、フ
ルセットの内部統制規制を完成させ、また、内部告発
者に対する報復禁止規定を設けることで、不正リスク
情報が現場から円滑に監査委員会に伝達される情報コ
ントロールの実効性の担保を図った。さらに、2003
年 NYSE 上場規則では、取締役会の過半数を独立取
締役として要請することで取締役会自体の独立性を確
保し、モニタリング機能の実質化のためリード・ディ
レクターやエグゼクティブ・セッションの取組みを促
進している。金融危機後の 2010 年 Dodd・Frank 法
では、報酬委員会の独立性を強化する一方で、内部告
発者報奨金プログラムを導入し、SEC に対して不正
リスク情報を迅速に集約させることで、証券市場での
不正リスクの顕在化を阻止し、企業の自浄能力の強化
を促す規定を定めた。

　このように米国における取締役会のモニタリング・
モデルの進展は、現在では、その実効性を一層高める
ために、適時の情報伝達システムの強化、取締役会の
リスク評価機能の向上、自浄能力の強化などに対して
取締役会が監督機能を発揮することを求めている。逆
説的にみれば、高度に発達し時々刻々変化する現在の
資本市場においては、適時性とリスク情報に重点を置
いた開示を要請するため、モニタリング・モデルによ
る取締役会の監督機能に期待される内容が変化してき
ているともいえよう。

２．日本法への示唆

（１）�平成 26 年会社法改正による社外取締役導入論と
モニタリング・モデル

　平成 26 年、我が国でも社外取締役の導入を推奨す
る方向で会社法改正がなされているが、現在の会社法
制では、取締役会の機能として、業務執行の意思決定
を主たる機能とするマネジメント・ボードと、経営
に対する監督機能を主たる機能とするモニタリング・
ボードのどちらも選択可能である。しかし、マネジメ
ント・ボードの機能を維持した取締役会のまま、社外

取締役のみにモニタリング機能を果たす役割を期待で
きるかは疑問である。取締役会をマネジメント・ボー
ドとして把握する場合の監督機能とは、経営者が取締
役会の意向に沿う形で経営を行っているかを監視する
一種の自己監査という性質を持たざるを得ない。取締
役会のモニタリング・モデルを提唱した ALI プロジェ
クトの第 1 試案は、このような自己監査の弊害を避け
るために、取締役会内の各種委員会に監視を委ね、こ
のシステムの機軸に独立取締役を置くことで、取締役
会の機能から、より純化した監督機能を抽出する試み
ともいえよう。当初のモニタリング・モデルにおい
て、独立取締役に期待された役割とは、単に株主利益
のみならず、企業利益と社会の利益の調和を図ること
にあった点を忘れてはならない。

（２）監査役（会）設置会社とモニタリング・モデル

　監査役（会）設置会社の取締役会では、モニタリン
グ・モデルの採用は可能か。取締役会のモニタリング
機能を構成する 3 つのコントロール機能のうち、①効
率性コントロール、②適法性コントロールは、今日で
は個別取引の効率性や適法性の監督ではなく、内部統
制システム構築・整備に対する監督を通じて行われて
いるが、内部統制システムの評価の重要性に関しては、
監査役（会）設置会社においても異なるものではない。
さらに③利益相反コントロールについては、独任制を
とる監査役の方が利益相反リスクのある会社行為の承
認機関としては適格であるともいえよう。監査役（会）
設置会社であっても、監査役の業務・財産調査権が適
切に行使され、監査役と独立取締役の有機的な連携が
取締役会において確保されていれば、経営者の選任・
解任を通じた取締役会の監督機能の発揮についても、
それ以外の委員会型の機関構造の場合と大きな違いは
ない。むしろ、日本のモニタリング・モデル採用に向
けた課題は、機関構造の選択の問題ではなく、社外役
員が監督・監視機能を果たすため、現場が認識する企
業リスクをタイムリーに提供する体制の整備であり、
日本の場合、金商法や東証規則によって要請される「財
務報告に係る内部統制」や「適時開示体制」の有効性
も会社法上の取締役会の監督事項としてフォーカスす
ることが必要である。資本市場的視点からみれば、情
報化社会の IT の発展によりリアルタイム・ディスク
ロージャーが可能となりつつある昨今、適時開示体制
の充実に向けて、取締役会によるリスク情報の評価が
強調されている点は、米国のモニタリング・モデルの
展開からの一つの重要な示唆といえよう。
　（本要旨は柿㟢教授からご寄稿いただきました）
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１．問題の設定
　私の専門は「国際社会学」という分野で、同じよう
にグローバルな国境を超えた分野を扱う「国際関係論」
が国家レベルのマクロな視点であるのに対して、もう
少しミクロな視点でのグローバルな問題を扱うもので
す。
　今日はヨーロッパを中心に、移民・難民に関連する
危機と、ヨーロッパ国籍を持つ移民二世によるホーム
グロウン・テロの危機、すなわち「共生の危機」を「ポ
ピュリズム」という観点から考察するとともに、「グ
ローバルな危機」に対する、ナショナルを介さない「地
域・都市レベルでの動き」に注目し、問題解決の方向
性を探ります。

２．排外主義ポピュリズムの広がりと背景
1排外主義ポピュリズムと「難民・移民問題」
　2017 年のヨーロッパ各国の選挙では、フランス「国
民戦線」のマリーヌ・ルペンをはじめとして極右政党
が大きく台頭してきました。極右といっても実態は多
様で、「ネオナチ武装集団」：ギリシャ（黄金の夜明け
団）ハンガリー（ヨビック）、「地域ナショナリズム」：
ベルギー（新フランドル同盟）、「主権主義からのユー
ロ離脱」：イタリア（五つ星運動）、「富裕国経済ナショ
ナリズム」：ドイツ（ドイツのための選択肢）フィン
ランド（真のフィンランド人）スウェーデン（民主党）
デンマーク（国民党）など様々な性格のものが含まれ
ます。
　チェコでは東京生まれのトミオ・オカムラが「自由
と直接民主主義」党首として EU 離脱と反イスラムを
唱えています。そこにある共通項としては「反移民・
難民」と「イスラモフォビア」（イスラム嫌悪）があり、
それがナショナルな政治空間全体にも影響を及ぼしつ
つあります。その背景としては、トランプ支持層に関
しても言われている「没落する中間層」とその「不安
増大」があります。最貧困層は選挙で多くが棄権する
ため、中間層の不満が大きな背景となっています。

第７４２回講演会
講　師：一橋大学法学研究科准教授　森　千香子氏
演　題：ホームグロウン・テロと二つのポピュリズム�～ヨーロッパ移民・難民危機と解決の展望～

平成29年11月24日

2グローバルな難民・移民ビジネスの展開・影響
　政治世界での動きの他に注目すべき重要な現象は

「難民・移民ビジネス」です。それは「密航業者」な
どの犯罪対象となるビジネスではなく、厳しさを増し
ている入国管理に関して「入国者の管理装置」を国家
に提供するという合法的なビジネスの展開が顕著にな
り、影響力を増していることです。9・11 以降のグロー
バル・セキュリティ産業の展開と、その一部門であっ
た移民対策部門の拡大です。
　国境管理（トランプの「壁」）や国内の外国人管理
強化を要請する民間企業のロビー活動、公的資金を得
て開発を進める軍事・セキュリティ産業などの「供給
が需要を生む」構造が、各国の移民取締強化や排外主
義に影響を与えています。「排外主義ビジネス」とも
言われるものです。

3.　�移民コミュニティと「ホームグロウン・テロ」の
背景

1根深いセグリゲーションの実態
　フランスでは国内で生まれた子供は自動的にフラン
ス国籍を持つので移民二世はフランス人として教育を
受けフランス語を話します。自由・平等の共和国であ
るフランスですが、根深いセグリゲーションが存在し
ています。
　「非白人」、中でも旧植民地のアフリカ大陸出身者

（イスラム教徒が多い）が郊外の辺鄙な貧困地区に集
中して暮らしています。私が 20 年近く実態調査をし
てきたパリ郊外のセーヌ・サンドニ県は平均所得が全
国最低で移民比率も高く、2010 年調査では 18 歳以下
の 57％、新生児の 64.9％が外国人の子供、2015 年の
調査では 75％が移民一世とその子供となっています。
学校に行っても白人はいない。生まれてから白人居住
者を見たことがないという高校生（移民二世）もいま
す。
　このような移民の一部地区への集中は、他地区との
事実上の「隔離」となっているのです。

2移民集住地域の特徴
　移民の住居は「社会住宅」（公営住宅）の団地に集
中しており、そこでは失業、福祉受給、犯罪、無学歴者、
片親世帯などの比率が高く、27％（全国平均の 3 倍強）
が貧困ライン以下の収入しかなく、失業率は地方平均
の 2 倍、大家族世帯（子供 4 人以上）は 3 割（地方平
均の 15 倍近い）というような格差があります。
　公共サービスの不平等は「陸の孤島」「学校のアパ
ルトヘイト」「医療の砂漠化」「フランスの流刑地」な
どと言われる状態です。最近マクロン大統領が改善策
を提案しているので、期待したいところですが。
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3警察との衝突、警察による暴力
　唯一充実している公共サービスが警察ですが、1980
年代以降、地元の若者と警察の衝突が続発し、2015
年テロ事件以降の非常事態令のもとで事態はより深刻
化しています。例えば 2017 年 2 月にはオルネーで男
性容疑者への警察の性的暴行事件が発生し暴動に発展
しています。

4世代交代後も消えぬ差別
　世代交代が進めば問題は正常化されるという期待も
ありましたが、2015 年の OECD 加盟 34 カ国の移民
統合調査でも、フランスの移民就業率は 57％でドイ
ツ（69％）やイギリス（68％）のみならず新興移民国
のイタリア（59.5％）よりも低く、フランスを下回る
のはスペイン、ベルギー、ギリシャのみ。貧困層割
合も 30％を超えており、「移民・非移民経済格差」は
OECD 加盟国最大となっている状況です。

5移民二世の被差別意識強化
　移民二世はフランスで生まれ育ち、教育を受けてフ
ランス語を話すなど文化的同化は進んだのですが、自
由・平等の国家理想と、自分たちの置かれた厳然たる
格差という現実との落差を不当だと強く感じていま
す。一世より二世の方がギャップへの不満感が大きい
のです。近年のテロ事件勃発以降のイスラム教徒への
反感から、テロと無関係のイスラム教徒までもが常に
釈明を余儀なくされ、孤立を深めるという「集団懲罰」
的な環境に置かれています。

6もう一つのポピュリズム？
　一方でイスラム側での政治運動に関しても、排外主
義の高まりと移民差別の悪化によって、イスラム系「ポ
ピュリズム」（西洋が悪い）に一定の「正当性」を与
えてしまうという悪循環が発生しています。

４．�移民・難民危機の都市へのインパクトと解決の模
索

1パリ市の事例
⒜「移民・難民キャンプ」出現の背景とプロセス
　フランスの難民は当初はイギリスを目指していまし
たが、イギリスへのルートである北部カレーの難民
キャンプ「ジャングル」が 2016 年に解体されてから
はパリ首都圏に集まってきました。アフガニスタン、
シリア、エストリア、スーダン出身者、男性単身者が
多く、ホームレス化して移民・難民キャンプが形成さ
れスラム化し、それがパリ市内北東部の一部地域に集
中するようになったのです。ドイツに比べると 4 〜 5
万人と数は限定的ですが、集中化により諸問題が堆積
し、ヴィジビリティも高くなりました。集中地区はも
ともと市内で最も低所得、高移民比率の場所で難民支
援組織の窓口や、炊き出し活動などの支援リソースが
あった場所ですが、難民キャンプ発生により、ローカ
ル・コミュニティへの様々な影響、都市景観の問題な
どに関連して、商店、住民、NGO などから治安、衛生、

経済、人権問題などが指摘されるたびに警察の介入で
解体され、また場所を変えて形成されるという、繰り
返される問題化現象が起きています。
⒝市の動きとナショナルレベルへの働きかけ
　パリ市は「避難都市」宣言を行い 2016 年に「入国
者受け入れセンター」を設置します。同様のセンター
はすでに存在（北部グランドサント）しましたが国が
動く前の自治体による設置は初めてのものであり、国
は後を受けて動き出しました。
　市は、難民統合政策の実施、受け入れ宿泊施設増設、
予算 3 割増額などの政策提言を 2017 年 7 月に記者会
見で行い、同時に議員への働きかけを開始しました。
その後政府は 2019 年までに 7500 人分の申請者施設、
5000 人の難民用住居、統合への努力などの案を発表
しましたが、政治難民と経済移民とを区別し、後者に
ついては対象外としています。その結果、現場での混
乱はむしろ助長される結果となりました。

2国レベルの政策に抗する都市の動き、その関係性
　国レベルの移民政策と、現場の都市との、両者の関
係性には緊張感が内在しています。聖域都市（サンク
チュアリ）の国家に対する抵抗という構図です。例え
ばニューヨーク市では、トランプ後の動きとして、滞
在許可のない人への ID カード（IDNYC）を独自に発
行、そして市内にはサンクチュアリ・レストランや、
難民ウエルカムサインのポスターがあちこちに見られ
ます。1 月のムスリム・バンの後、こうした運動や移
民女性運動へのサポートなどが起きています。

3国境を超えた都市の連携の動き　
　昨秋のニューヨーク、パリ、ロンドン市長の共同声
明のようにこうした動きは国境を超えた連携を見せて
います。
　「恐怖なき都市（Fearless Cities）」国際サミットに
より、内向きな国家に対抗する「国際的な都市同盟」
の模索が始まりました。1 つの自治体レベルでは国の
圧力に屈しても、国内外の都市・自治体と連携すれば、
力関係を有利に出来るという発想です。
　難民受け入れの実践、排外主義対策など個別テーマ
ごとに連携を図り、問題解決を目指すものです。

５．終わりに
　「ポピュリズム」の背景には、見てきたように様々
なアクターの極めて複雑な利害関係があります。それ
を調整しながら、排他的感情をできる限り抑止し、共
生を実現するには何をすべきなのでしょうか。
　グローバル、ナショナル（国レベル）に加えて、都
市・地域という視点が重要です。グローバル、ナショ
ナルから一方的に影響を受けるだけでなく、都市（ロー
カル）の方からグローバル、ナショナルに対して影響
を及ぼすことへの可能性に注目したいと思います。
 （文責　城戸崎　雅崇）
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最高裁判所

　直前に実施された衆議院議員選挙と同時に行われた
「最高裁判所裁判官の国民審査（7名）」等で皆さんの
司法に対する関心の高まりもあったせいか、募集開始
初日に定員 50 名に達したため受け入れ枠を拡大して
いただき 76 名が参加できることとなった。
　最高裁の庁舎は、周囲を色濃い緑が取り囲んだ静か
な雰囲気の中に、真っ白い姿で立っている。皇居の桜
田濠沿いに面した正門から入場して、石畳の広場のよ
うなアプローチを進み正面玄関へ。そこでまず集合写
真を撮影してから最高裁庁舎の「講堂」に案内された。
　【裁判および最高裁判所について】
　最初にビデオが上映され、刑事裁判を例にして裁判
の仕組みや手続きについて説明がなされた。また、平
成 21 年 5 月に始まった裁判員制度（20 歳以上の国民
から選ばれた裁判員が裁判官と共に合議体を作り、殺
人事件等刑の重い一定の事件を対象に裁判を行う）や、
裁判の種類や裁判所制度等についての説明もあった。
　ここ最高裁判所は憲法によって設置された司法権の
最高機関で、高等裁判所の裁判に対する不服申し立て
を取り扱う最終裁判所である。15 人の裁判官（長官
と 14 人の判事）で構成されており、全員で構成する
大法廷と 5人ずつそれぞれ担当する三つの小法廷とに
おいて裁判が行われている。
　最高裁では年間約 12000 件の事件が受け付けられて
おり、そのほとんどは各担当の小法廷で裁判がなされ
て終わりになる。
　大法廷で取り扱うのは、憲法問題について新判断を
要する件や以前最高裁が出した判例を変更する等特に
大きな事件であり、年に 5件程度と少ない。
　最高裁には、直接裁判に係わる調査官や書記官のほ
かに、全国の裁判所の運営等を行なう司法行政部門関
係者を含め約 900 人が所属している。
　最高裁判所は昭和 22 年に憲法の施行とともに誕生
し、当初は旧大審院の建物（千代田区霞が関）を利用
していたが、昭和 49 年に 37000㎡の敷地の中に現在
の庁舎が完成した。
　庁舎は自然の素材を生かして「最高裁の品位と重厚
さ」を表現するコンセプトの下で、外壁等に茨城県稲
田産の白い岩肌の花崗岩（御影石）を使用しており、
建物全体で約 1万トン使用している。
　【最高裁判所庁舎内見学】
《大ホール》
　庁舎正面玄関の階段を上がった先にホールがある。
正門からの石畳のアプローチの延長として設計され
ており、幅が 18m、奥行き約 50mの広場の様であり、
半円形のアーチを描いた天井は雲をイメージしている
とのこと。またホール一番奥には、森の木の幹を模し
たレリーフが据えられており、ガラス製のスカイライ
トからは木洩れ日のような光が入ってくるように設計
されている。

　ホールには、竣工年が刻まれた定礎石が中央部に埋
め込まれており、また両サイドには 2つのブロンズ像
が置かれている。
　正面右側は、ギリシャ神話の法の女神「テミス」を
モチーフとした「正義」像の作品である。左手の天秤
は「公平・平等」を、右手の剣は「公平な裁判によっ
て正義を実現するという強い意志」を表しているとの
こと。ここのテミス像は顔に目隠しをしていないのが
特徴とのこと。左側には「椿咲く丘」という、ベンチ
に仲良く座っている男の子と女の子のブロンズ像が置
かれている。
《大法廷》
　床面積が 574㎡あり、日本の裁判所で最大の法廷で
ある。ほかの裁判所と大きく異なる特徴は、「座席の
配置」にある。
　最高裁は高等裁判所がした判決等の法解釈を主張す
るのが主体なので、改めて証人や被告人から話を聞く
ことはしない。従って証言台や被告人席がなくいずれ
の裁判関係者（当事者）も裁判官のほうを向いて着席
する形になっている。
　正面の一段高い位置に 15 人の裁判官席が扇形に配
置されている。その手前に書記官席、両脇に事務官席
がある。
　さらに裁判関係者（当事者）席が裁判官席に向かっ
て 20 席が 2 列に配列されている。また傍聴人席が
166 席、その両側に記者席が 42 席ある。なお、小法
廷も同様の席配列となっているとのこと。
　大法廷は「空間の造り」に特徴があり、法廷中央部
天井にある 14 ｍ径の吹き抜けを透して、自然の光が
大法廷中央にふんだんにさし込むようになっている。
この吹き抜けは二重のガラス天井となっており、最上
部は地上から 52 ｍの高さで、庁舎の一番高い所になっ
ている。照明を消しても、自然の光だけで明るさを保
てていることを体験すると共に重厚かつ重々しい雰囲
気を感じることができた。
　ほかの特徴としては、内壁に建物外壁と同様に花崗
岩を用いていることであるが、音が響きやすいので、
一定の法則で石の間に隙間を設けて吸音させている。
　また、法廷の前と後に西陣織の大きなタペストリー
が 2枚ずつ掛けられており、正面は太陽（動きや活気）
を、背面は月（静けさや冷静さ）を表現していると共
に吸音効果も兼ねているとのこと。
　最後に菅野会長よりお礼の挨拶があり、自由解散と
した。当会メンバーの関心の度合いが高く、施設見学
としては近来まれにみる多数の方々に参加いただきま
した。
　敷居が高い印象が強かった最高裁判所の厳粛な空間
を体験でき、最高裁で取り扱う事件の多さと逆に極端
に少ない大法廷での裁判に驚く等、皆さん色々と勉強
になったと大変好評でした。
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　対応いただいた広報の担当の方には丁寧なご説明
をいただき、かつ貴重な体験をさせていただき大変
有難うございました。また本見学会実施に当たり御
協力いただいた方々に感謝申し上げます。
� （鎌田　建次）

　前年に引き続き、11 月 18 日（土）13 時から　「三
井記念病院ボランティアコンサート」に出演しまし
た。今回はお茶の水女子大学附属高校の同窓生で歌
っている女声合唱団「作楽会（さくらかい）」との
ジョイントコンサートということで、楽友会会員は
熱のこもった合唱を披露しました。　持ち時間は、

　11 月 22 日（水）小田急藤沢ゴルフクラブにて第 231 回ゴルフ会が開催されました。
　薄曇り微風、11 月にしては寒すぎるコンディションでしたが、10 名（初参加 2名 ) の方が参加され熱戦を繰り
広げました。結果は次の通りです。（新ぺリア方式 )

　平坦でコースコンディションもよく、キャディーも気が利いて皆さん満足でしたが、プレー後のパーティーでは
参加人数の減少を惜しむ声が多く上がりました。腕に覚えのある方や老後スポーツを楽しもうという人が多くいら
っしゃるはずであり、監査懇話会ゴルフの良さをもっとアピールすべきではないかという意見で一致しました。次
回は来年 5月頃とし、スケジュールが決まり次第早めにご案内します。皆様のご参加をお待ちしております。

優勝　中里　哲夫
２位　浅香　幸雄
３位　下村　勝利

会場：東京六甲クラブ

　秋季大会は８月～ 11 月の例会での成績を総
合して争います。
　11 月例会で以下の通り、結果が出ました。

「三井記念病院ボランティアコンサート」出演

楽楽

順　位 氏　名 OUT IN GROSS HC NET
優　勝 星　　一雄 48 50 98 25.2 72.8
準優勝 関根　紳仁 48 47 95 20.4 74.6
3　位 木本　洋一 52 57 109 33.6 75.4

第231回ゴルフ会

最初の 25 分を会友の平眞彌氏指揮で「楽友会」の男声合唱、後半 25 分を「作楽会」の女声合唱、最後に混声合唱
で「ふるさとの四季」、「今日のひととき」を歌いました。男声合唱は「Amazing�Grace」など英語の歌 3曲、日本
語の歌 7曲（「帰れソレントへ」、「ずいずいずっころばし」、「君といつまでも」他 4曲）を歌いましたが、「君とい
つまでも」ではベースのＯさんが台詞を入れて熱唱しました。最後にプログラムには入っていませんでしたが、團
伊玖磨作曲「花の街」を歌いました。團伊玖磨氏は三井財閥を作るのに貢献した団琢磨氏の孫にあたり、団�琢磨
氏は三井記念病院を作った三井八右衛門高棟の番頭役でもありました。平均年齢 75 歳の楽友会会員にとって、混
声合唱は初めての経験。相手の合唱団もそんなに若くはありませんが、女性ということで少し緊張して歌いました。
総勢 50 名の混声合唱は迫力があり、なかなかのものでした。� 楽友会　運営委員長　川村知重

秋季大会

「
女
声
合
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作
楽
会
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く
ら
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い
）
＝
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側
＝
と
熱
唱
す
る
楽
友
会
」
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☆トランプのアメリカ、北朝鮮情勢、ヨーロッパのポピュリズムの動向～今年も昨年来の世界的課題が日本に
も大きな影響を与えそうです。☆講演会では森千香子准教授が、ヨーロッパでは難民・移民に対する排外主義
の危機、移民二世によるテロ即ち共生の危機、という二つの危機が混在すると説き、国家よりも都市レベルの
対策に解決の糸口が見いだせないか、と話されました。☆監査セミナーでは柿﨑環教授が、米国企業統治にお
けるモニタリングモデルの展開とそれを日本でどう生かすかを話されました。☆研修見学会は幹事の活躍で
76 名という大人数で最高裁の隅々まで見ることができ、テミス神の像に改めて最高裁の役割に思いを馳せま
した。☆ 742 回の講演会では森准教授から「継続こそ力」とおほめいただいたが、研修見学会も 500 回台、監
査セミナーも 300 回台で、今年も各運営委員が様々に想を練っています。皆様の力添えと積極的な参加を願っ
ています。会報も 592 号です。毎号カラー頁が実現しています。� （清水　光雄）

会　員 会　友 計
186 143 329 H29.11月末現在

◆行事報告
第147回理事会
　11月16日㈭10:00～12:00　文京区民センター� 15
会報委員会
編集
　11月８日㈬10:00～12:00　事務局� ６
校正
　11月20日㈪10:00～12:00　事務局� ６
広報委員会
　11月８日㈬14:00～17:00　事務局� ８
ホームページ再構築プロジェクト
　11月16日㈭13:00～14:30　事務局� ５
　11月21日㈫10:00～12:00　事務局� ５
◇一般部会
第538回研修見学会
　11月２日㈭14:00～16:00　最高裁判所� 76
第742回講演会
　11月24日㈮14:00～16:00　日比谷図書文化館� 84
� （他定期:１名）
　講　師　一橋大学法学研究科　准教授　森　千香子氏
　演　題　�ホームグロウン・テロと二つのポピュリズム
　　　　　～ヨーロッパ移民・難民危機と解決の展望～
第231回ゴルフ会
　11月22日㈬９:41～　小田急藤沢ゴルフクラブ� 10
◇監査部会
第302回監査セミナー
　11月10日㈮14:30～17:00　文京区民センター� 49
� （他体験:1名、特別:3名）
　講　師　明治大学法学部　教授　柿﨑　環氏
　テーマ　�米国型企業統治におけるモニタリング・モデル

の展開と日本法への示唆
　　　　　～資本市場法的視点から～
第５回監査基礎講座
　11月15日㈬14:00～17:00　文京区民センター� 28
　講　師　シンバイオ製薬㈱常勤監査役　渡部　潔氏
　テーマ　監査役と内部統制システム
第３回会計基礎講座
　11月６日㈪14:00～17:00　文京シビックセンター� 20
　講　師　元㈱総合車両製作所　常勤監査役　坂本正嗣氏
　テーマ　�決算と法規制
　　　　　～会社法における会計規定を中心にして～
第210回特別監査実務研究会
　11月27日㈪14:00～17:00　文京シビックセンター� 45
　問題提起者　�元日本オキシラン㈱常勤監査役板垣隆夫氏
　コーディネータ　�元㈱トライアイズ常勤監査役　古川孝宏氏
　テーマ　　　フタバ産業事件の教訓～言う気は勇気～

第62回スタディグループ分科会
　11月9日㈭14:30～17:00　文京シビックセンター� 33
　発表者　�東京電力パワーグリッド㈱常勤監査役
　　　　　松下洋二氏
　　　　　王子ネピア㈱常勤監査役　村田耕治氏
　　　　　日本鋳造㈱常勤監査役　阿部俊彦氏
　　　　　�東洋ビジネスエンジニアリング㈱取締役・監査

等委員　内田直康氏
　テーマ　�監査役とコーポレートガバナンス
　　　　　～機能発揮事例調査～
第61回独立委員会セミナー
　11月14日㈫14:30～17:00　文京シビックセンター� 48
　発表者　�㈱システムインテグレータ監査役　眞田宗興氏
　テーマ　内部監査部門との連携とは何か～事件簿に学ぶ
監査等委員（会）職務確認書委員会
　11月13日㈪13:30～17:00　事務局� ７
取締役職務執行確認書委員会
　11月22日㈬14:00～17:00　事務局� ５
　11月29日㈬14:00～17:00　昭和リース会議室� ５
監査役職務確認書委員会
　11月29日㈬13:30～17:00　文京区民センター� ５
◇生涯学習部会
写友会　例会
　11月13日㈪13:30～17:00　文京区民センター� 16
画友会　例会
　11月４日㈯13:30～16:30　シビックアトリエ� 13
句遊会　例会
　11月１日㈬14:00～16:00　菱友会会議室� 10
楽友会　例会
　11月16日㈭14:00～17:00　浅草教会� 22
　11月18日㈯10:00～12:00　浅草教会� 23
　11月30日㈭14:00～17:00　浅草教会� 18
棋友会　例会
　11月28日㈫13:00～17:00　東京六甲クラブ� 11
◇同好会
声友会
　11月14日㈫13:00～16:00　（銀座）505� 10
エッセイクラブ
　11月21日㈫13:00～16:30　菱友会会議室� 13
楽器演奏同好会
　11月25日㈯13:30～17:00　横浜練習会場� ８
ウォーキング同好会
　11月11日㈯９:30～13:30　JR上尾駅～平塚公園� 16
江戸文化研究会
　11月25日㈯15:00～16:30　アカデミー文京� 22
◆会員・会友異動
（新入会員）
○武藤　章　�アサヒグループホールディングス㈱常勤監査

役／紹介：山口利昭氏
（退会会員）
○安西達也　㈱東洋経済新報社　常勤監査役
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眞
田　

宗
興

「ワシントンの秋」　　鈴木　彬
2016 年 11 月下旬 20 年振りにアメリカのワシントンを訪れました。
ポトマック河畔には日本が贈った桜が見事な並木になっていて、こ
の紅葉も素晴らしい、少し赤味が増した頃を想定して描きました。
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